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次
の
【
資
料
１

【
資
料
２
】
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

  

】
、

 

 

【
資
料
１
】

 

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
予
測

　

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
ガ
ス
に
は
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
な
か
で
も
二
酸
化
炭
素

 

は
も
っ
と
も
温
暖
化
へ
の
影
響
度
が
大
き
い
ガ
ス
で
す
。

　

産
業
革
命
以
降
、
化
石
燃
料
の
使
用
が
増
え
、
そ
の
結
果
、
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
の
濃
度
も
増
加

 

し
て
い
ま
す
。

 

地
球
温
暖
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

　

現
在
、
地
球
の
平
均
気
温
は
十
四
℃
前
後
で
す
が
、
も
し
大
気
中
に
水
蒸
気
、
二
酸
化
炭
素
、
メ
タ

ン
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
が
な
け
れ
ば
、
マ
イ
ナ
ス
十
九
℃
く
ら
い
に
な
り
ま
す
。
太
陽
か
ら
地
球
に

降
り
注
ぐ
光
は
、
地
球
の
大
気
を
素
通
り
し
て
地
面
を
温
め
、
そ
の
地
表
か
ら
放
射
さ
れ
る
熱
を
温
室

 

効
果
ガ
ス
が
吸
収
し
大
気
を
温
め
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

近
年
、
産
業
活
動
が
活
発
に
な
り
、
二
酸
化
炭
素
、
メ
タ
ン
、
さ
ら
に
は
フ
ロ
ン
類
な
ど
の
温
室
効

果
ガ
ス
が
大
量
に
排
出
さ
れ
て
大
気
中
の
濃
度
が
高
ま
り
熱
の
吸
収
が
増
え
た
結
果
、
気
温
が
上
昇
し

 

始
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
地
球
温
暖
化
で
す
。

 

上
が
り
始
め
た
気
温

（

）

、

、

  

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
第
六
次
評
価
報
告
書

二
〇
二
一

に
よ
る
と

世
界
平
均
気
温
は
工
業
化
前
と
比
べ
て

 

二
〇
二
一
～
二
〇
二
〇
で
一
・
〇
九
℃
上
昇
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
陸
域
で
は
海
面
付
近
よ
り
も
一
・
四
～
一
・
七
倍
の
速
度
で
気
温
が
上
昇
し
、
北
極
圏
で
は
世

 

界
平
均
の
約
二
倍
の
速
度
で
気
温
が
上
昇
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
最
近
三
十
年
の
各
十
年
間
の
世
界
平
均
気
温
は
、
一
八
五
〇
年
以
降
の
ど
の
一
〇
年
間
よ
り
も

高
温
と
な
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
一
九
九
八
年
は
世
界
平
均
気
温
が
最
も
高
か
っ
た
年
で
し
た
。
二
〇

 

一
三
年
に
は
二
番
目
に
高
か
っ
た
年
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
温
室
効
果
ガ
ス
濃
度
が
さ
ら
に
上
昇
し
続
け
る
と
、
今
後
気
温
は
さ
ら
に
上
昇
す
る
と
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
第
六
次
評
価
報
告
書
に
よ
る
と
、
今
世
紀
末
ま
で
に
三
・
三
～
五
・
七
℃

 

の
上
昇
（
Ｓ
Ｓ
Ｐ
Ｄ

八
・
五
）
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

‐

出
典
：
全
国
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（

）

 
http://w

w
w

.jccca.org/

    

 
         

 
      



 
【
資
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２
】
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出
典
：
全
国
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（

）

 

問
一　

と

を
手
が
か
り
に
し
て
、
地
球
温
暖
化
問
題
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
こ

【
資
料
１
】

【
資
料
２
】

。

、

　
　

と
を
書
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た

そ
の
た
め
に
必
要
と
な
る
情
報
を

か
ら

【

】
【

】

資
料
１

資
料
２

 

　
　

そ
れ
ぞ
れ
書
き
な
さ
い
。

 

 

　

〈

か
ら
〉

【
資
料
１
】

   

 

 

　

〈

か
ら
〉

【
資
料
２
】

 



 　

問
二　

こ
の
資
料
か
ら
読
み
取
っ
た
こ
と
を
活
用
し
て

「
地
球
温
暖
化
問
題
」
に
つ
い
て
、
あ
な
た

、 
の
考
え
を

に
し
た
が
っ
て
書
き
な
さ
い
。

【
条
件
】

 

 

【
条
件
】

 

　

　

意
見
文
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
表
現
で
書
く
こ
と
。

条
件
１

 

　

条
件
２　

二
段
落
構
成
と
し
、
八
行
以
上
、
十
行
以
内
で
書
く
こ
と
。

 

　

一
段
落
目
に
は

「
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
影
響
」
に
つ
い
て
書
く
こ
と
。

条
件
３  
、

 

　

　

二
段
落
目
に
は
自
分
に
で
き
る
解
決
方
法
等
を
具
体
的
に
書
く
こ
と
。

条
件
３

                 

 
                                                                          

八
行

    

 
                                                                          

十
行



 
中
国
３　

「
書
く
こ
と
」
に
関
す
る
問
題
②　
　

解
答　

 

 

問
一　

《
解
答
例
》

 

 

〈

か
ら
〉

【
資
料
１
】

   

 
 

・
二
酸
化
炭
素
は
も
っ
と
も
温
暖
化
へ
の
影
響
度
が
大
き
い
ガ
ス
で
あ
る
。

・
地
球
温
暖
化
と
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
が
大
量
に
排
出
さ
れ
、
大
気
中
の
濃
度
が
高
ま
り
、
熱

 

 
 

の
吸
収
が
増
え
た
結
果
、
気
温
が
上
昇
し
始
め
た
こ
と
。

・
世
界
平
均
気
温
は
工
業
化
前
と
比
べ
て
、

～

で

℃
上
昇
し
て
い
る
。　

等

 
2011

2020
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〈

か
ら
〉

【
資
料
２
】

   

 

・
家
庭
か
ら
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
は
、
電
気
の
影
響
が
最
も
大
き
い
。

・
次
い
で
、
ガ
ソ
リ
ン
（
自
動
車
の
利
用

、
ガ
ス
の
影
響
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

）

 

 

問
二　

《
解
答
例
》
２
０
０
字                    

 

　

地
球
温
暖
化
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
や
フ
ロ
ン
な
ど
が
原
因
だ
。
特
に
、

。

、

、

二
酸
化
炭
素
は
温
暖
化
へ
の
影
響
が
最
も
大
き
い

産
業
革
命
後

化
石
燃
料
の
消
費
に
よ
り

 

二
酸
化
炭
素
が
増
加
し
、
比
例
し
て
地
球
の
平
均
気
温
が
上
昇
し
て
い
る
。

　

私
に
で
き
る
温
暖
化
対
策
は
節
電
だ
。
家
庭
か
ら
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
約
半
分
が
電
気

に
よ
る
も
の
だ
か
ら
だ
。
こ
ま
め
に
電
気
を
消
し
た
り
、
冷
蔵
庫
を
開
け
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い

よ
う
に
し
た
り
と
、
対
策
を
し
っ
か
り
と
や
っ
て
い
き
た
い
。


